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早いもので、今年も上半期が

終わろうとしています。製
材マーケットは活況を呈し、色々
な出来事が起こりました。そうし
た出来事が退屈なものだったとい
うわけではありませんが、人々の
関心は、すでに近づきつつある夏
休みに移っているようです。しか
しその前に、UPMでは第3、第4四
半期の経営計画を急ぎ進めていま
す。下半期の成功が、2018年の良
いスタートにつながると考えてい
るからです。

弊社にとって、2017年上半期
の結果は、順調で、手ごたえのあ
るものでした。世界的に木材への
需要は増加傾向にあります。特
にホワイトウッドは高い需要が続
いています。レッドウッドの需要
も、すべての用途で大きく高まる
と予想しており、明るい見通しと
なっています。比較的難しい状況
にあるのは、アジア地域へコンテ
ナ輸送です。しかし、夏休みシー
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ズンに入ると次第に改善していく
と予想されています。予想外の問
題としては、昨春アルジェリア政
府が製材輸入業者に対する輸入ラ
イセンスの発行を始めたことが挙
げられます。これにより、同国市
場への輸出が一時的に中断されま
した。アルジェリアの需要そのも
のは非常に高く、そのため、この
ニュースレターが届く頃には、輸
出が再開されているものと期待し
てます。昔の言葉に、「いつでも
簡単にできることは、誰もがやっ
ているはず。」と言われますが、
この言葉は、製材業界には当ては
まりません。ご存知の通り、乗り

製材品のパッケージラップ
が変わります

担当には、ベストな包装方法と清
潔さを保つための手順を、またリ
フトドライバーには適切なハンド
リングを訓練しています。その結
果、パッケージの品質向上が実現
しています。継続的なモニタリン
グを実施し、より優れた品質を実
現するよう努めます。万が一、品
質低下が起こった場合も、すぐに
対策を講じます。なぜなら、パッ
ケージの品質は、お客様に対する
最もわかりやすい名刺のようなも
のだからです。

弊社のお客様への誓いは、今
後、スローガンとしてラップに印
刷され、パッケージと共に弊社の
製材工場から、世界へと発信され
るでしょう。

越えるべき困難が常に存在するか
らです。

　弊社は、前回のニュースレタ
ーで紹介した“お客様への誓い”に
沿って、サービスを継続的に改善
するため、物流などのビジネスパ
ートナー各社との業務の提携を進
めています。幸い、お客様からは
非常に好意的な評価をいただいて
おります。

今後とも、しっかりと改善を進
めていきたいと考えております。

営業チームが商いの最前線であ
り、お客様と日々のコミュニケー
ションを担当していますが、営業
だけでなく、チームUPMとして協
力関係をより深め、発展させ、お
客様にとってNo.1 choiceとなれる
ことを願っています。現在も、こ
れからも。

皆様のご活躍とご多幸をお祈り
申し上げます。すばらしい夏をお
過ごしください。

Mikko Hyvärinen
営業・サプライチェーンダイレク
ター

この夏、UPMの製材品パッ
ケージラップが一新されま

す。新しいデザインでは、UPMの
グリフィンロゴとともに、“お客
様への誓い”のスローガンである
「GROWN TO SUSTAIN」が印字
されています。ラップの色は若干
変わります。白い背景はそのまま
ですが、グリフィンロゴとスロー
ガンは緑と黒で印刷されます。新
しいラップは、現在使用している
ラップを使い切ってから、徐々に
切り替えられる予定です。

新しいラップは耐久性を高め
ており、パッケージの底面までを
しっかりとカバーするようにサイ
ズを大きくしました。留め具と当
て紙も適材に標準化しています。
また、パッケージを取り扱う従業
員にはトレーニングを行い、包装

お客様各位

「UPM TIMBER」
で検索して下さい。 
「いいね！」お願いします。



UPMとSTevecOの長期的な提携関係は、
お客様に信頼あるデリバリーを実現する

UPMとStevecoの長期的な提携関係がもたらす顧客
への配送の信頼性

お客様への誓いである
「GROWN TO SUSTAIN」

の表すサービスの一つは、お客様
に対して、必要な時に、必要な商
品を確実にお届けすることです。
これを可能にしているのは物流と
荷役サービスに特化したSTEVECO
社との長期的かつ良好な提携関係
です。

「弊社は、UPMに国内外物流、
および荷役サービスを提供して
います。私たちは商品を受け取
り、船に積み込みます。UPMは、
非常に大口のお客様であり、戦
略的パートナーの1社です。必
要な時に、必要な問題に取り組
めるよう、設備投資に関しても
UPMと緊密に話し合っています。
」と、STEVECO社、販売・マー
ケティング担当上席副社長兼、
コンテナ運用部門マネージャー
Tapio　Mattila氏は述べています。

UPMの4つの製材工場はフィン
ランドにあり、製品を各国の市場
に出荷するには、長距離輸送が必
要です。しかし、Tapio Mattila氏
は、フィンランドに工場を置く
ことの効率性を高く評価していま
す。氏によれば、フィンランドの
製材事業は、特に原材料の調達の
仕組みと、総合的な生産チェーン
の組み立てにおいて成功してきま
した。「フィンランドでは、通
常、原材料である丸太の出材地と
製材工場が非常に近く、一方で、
長距離輸出の費用効率も更に優れ
ています。もちろん、海上輸送コ

ストが存在し、また砕氷船が必要
にもなるため、海上運賃は安くは
ありませんが、業務の効率は非常
に高いものとなっています。」と
Mattila氏は説明します。

洗練された最善のノウハウ
これまでコンテナは、積み替えの
ために絶え間なく港に到着し、い
つでも利用可能でした。しかし、
今では、コンテナは一度に大量に
到着することが多く、これに対応
して、船はその収容能力の限界ま
でコンテナを積み込み、輸出する
ようになっています。「何百もの
空コンテナが一度に到着し、それ
をコンテナヤードに入れ、受け取
り、検査し、清掃し、必要あれば
修理をしなければなりません。弊
社は、時間がなくても配送の信頼
性を確保するための手順を作り上
げました。その結果、STevecOの
仕事のやり方が変わりました。」
とMattila氏は語ります。

UPMの視点から見ると、 
STevecOの最も重要な仕事は、決
められた時間に、コンテナ船を出
港させることです。STevecOは
24時間年中無休ですが、製品も
24時間休みなしに運び込まれるた
め、これはとても重要です。「弊
社は、UPMの製品が、スケジュー
ル通りに、予定された船でフィン
ランドから出荷されるよう常に気
を配っています。現在、コンテナ
船のスペースに対する需要は高
く、特に、ヨーロッパからアジア

への航路は非常に高くなっていま
す。外航船は、フィンランドから
のコンテナ貨物だけを待 っている
わけではありません。そのため、
今年、新しい情報システムや、コ
トカとヘルシンキの間を結ぶ新し
いキャリアーへの投資を行いまし
た。これらの投資により、今で
は、コンテナを時間通りに予定さ
れた船に確実に積み込むことが可
能になっています。また、コンテ
ナをどの船に、どのタイミングで
積み込むべきかを厳重に管理する
こともできるようになりまし
た。」とMattila氏は説明していま
す。
     フィンランドの林産業とその
輸出業務は、STEVECOのコアコ 
ンピタンスです。同社の港湾イン
フラと情報システムは、すべて、
フィンランドからの輸出に対応す
るために顧客と協力して構築され
ています。STevecOには約800人
の従業員が働いており、新入社員
は、品質、安全性、環境問題、同
社の運営方法を含め、きめ細かい
トレーニングを受けています。

STevecOは、継続的な能力開発
とトレーニングこそが将来に向け
てビジネスの重要な部分となると
信じています。「10年後には、デ 
ータを効率的に伝達するために更
に情報処理システムの複合化が進
むと予測します。それによって、
現在UPMが自社で行っている業務
の一部を我々が引き受け、より良
いサービスを提供できると期待し

ています。更に、その
10年後には、オートメ
ーションが進み、製材もまた自動化
し、品質の向上と、業務の効率化を
もたらすでしょう。」とMattila氏は
考えています。

弊社は、STevecOのような戦略
的パートナーと協力して、あらゆる
面で高いレベルの業務を確実に実現
し、将来へ向けて、お客様に対して
最も信頼できるサービスを提案し、
やるべきこと、つまり必要な時に、
必要な品質の商品をお届けすること
に専念したいと考えています。



SARI HEIKKILÄ
UPM TIMBER  
注文・デリバリープロセス

Sari Heikkiläにとって、製材業
界は子供の頃から親しみ深い

ものでした。幼少の頃住んでいた
家の前の通りを隔てたところに製
材工場があったからです。彼女
の父も、兄弟も製材工場で働いて
いたこともあり、Sariが製材業界
で働くことは自然な選択でした。

2000年、Yhtyneet Sahat Oyが
Aureskoski Oyを買収したことに伴
い、SariはUPMに入社しました。
彼女は、国内販売および輸出販売
アシスタントや、インヴォイス
担当など、様々オフィス業務で
30年以上製材ビジネスの経験を
積んできました。現在Sariは、注

UPMの製材工場における
安全管理のために 
重要なこと

な

文・デリバリー部門のマネージャ
ーとして勤務しており、インヴォ
イスチーム・営業アシスタントチ
ームのリーダーの役割を担ってい
ます。「私のチームは、高いモチ
ベーションと優れたノウハウを持
った4人のインヴォイス担当と10
人のセールスアシスタントで構
成されています。チームはKaukas
工場、Korkeakoski工場、Seikku工
場、そしてタンペレにある本社の
4か所で業務を行っています。」
とSariは説明します。

Sariにとって、お客様はもっと
も重要な存在です。彼女は、その
業務の中で、常にお客様のことを
考えており、彼女のチームも、お
客様のために最善を尽くします。
「私にとっても、全てのサプライ
チェーンにとっても一番の優先事
項は、お客様に適切なタイミング
で適切な品質の商品をお届けする
ことです。そのためには、製材工
場からお客様までのサプライチェ
ーン全体が、社内外の関係者と良
好な協力関係の下、しっかり機能
することが大切です。」とSariは
述べています。

職場の安全衛生管理は、過去
数年間でUPMが注力してき

たことの一つであり、従業員、委
託業者の安全性確保は継続して重
要項目です。昨年すべてのUPM社
員と委託業者のために、世界的に
使われているレポートツールであ
るOne Safetyを導入しました。こ
のツールは、環境、安全衛生、製
品と生産工程の安全性、セキュリ
ティーをカバーするものです。更
に、13項目のUPM安全基準をすべ
て見直し、新しくしました。

今年も、職場の安全管理は、
全ての社員にとって重要なテーマ
です。その目的は、労働現場での
安全を確保し、安全に働くことを
実践することです。UPMの安全基
準の一つにに高所での作業があり
ます。UPMの製材工場では、10
メートルを超える高さでの作業も
珍しくありません。「作業を開始
する前に確認しておくべきこと
の1つは、足元が立ち入り禁止区
域になっているかどうかです。」
と、UPM TIMBER安全管理マネー
ジャーであるJoona Ivonenは説明
します。もう一つ重要なことは機
材です。「高所で作業するとき

は、昇降機など、危険な作業のた
めの適切な機材を使用すること、
また機材の使用するための能力、
許可、研修を行うことが重要で
す。」とIvonenは続けます。

高所では単独作業をせず、必
ずチームの誰かに知らせる必要が
あります。「高所で作業をする際
は、コミュニケーションが重要で
あり、事前に作業内容を確認し合
うことが必要です。」とIvonenは
指摘します。その理由の一つとし
て、事故が発生し、作業員が安全
ハーネスで吊下げられている状態
になった場合、わずか10~15分
で血液の供給が中断され、壊死に
至る可能性あることを挙げていま
す。「事故が起こった場合、その
救助には一刻の猶予もありません
が、高所で起こった事故の救助が

行えるのは消防隊だけという場合
が少なくないのです。」とIvonen
は説明します。この種の事故はめ
ったに起こりませんが、チームで
作業をすることは重要です。

仕事以外でも同様に、安全性
については真剣に考えなくてはな
りません。家のリフォーム、小屋
の修復、またガーデニングなど、
プライベートでも高所での作業が
発生する可能性があります。「安
全装置やハーネスが必要となるの
は一度や二度であり、わざわざ購
入するには値段が高すぎると考え
る人は少なくありません。たとえ
ば、Seikku工場では、高所での作
業のリスクを回避するために、
従業員に会社の安全装置を貸し
出しています。」とIvonenは話し
ます。



VTIとUPMの商売は、2000年に
トップログ材を販売したことに

始まり、それ以来、順調に拡大し
ています。最近は、Live Classic（
家具・内装材グレード）と、窓枠
用の素材を供給しています。 

デンマークのVTI Vinderup 
Træindustri（VTI）は、約20年前に
製材サプライヤーとしてUPMを選
択しました。それ以来ずっと、提
携は強化され、取引も増えていま
す。VTIは製材サプライヤーを選ぶ
際、安定した品質、正確なデリバ
リー、対応力、森林認証、クレー
ム処理、そして価格の競争力を重
視します。UPMはこれらの点で条
件を満たしており、VTIの最も重要
なサプライヤーの1つに選ばれま
した。

UPMとVTIとの商い関係が深ま
った事により、サプライヤー提携
における重要な要素の改善に取
り組む絶好の機会が生まれていま
す。「UPMは、信頼でき、高品質

な製材を提供してくれるサプライ
ヤーです。その製品と生産のノウ
ハウは、新製品を開発する際にも
大いに役立っています」と、VTI
の購買マネージャーであるAllan
Rasmussen氏は述べています。また
氏は、UPM　TIMBERのエクストラ
ネットサービスであるTimbernetは
毎日情報が更新されており、それ
も大きな利点だと語っています。

1976年に設立されたVTI 
Vinderup Træindustriは、現在、デ
ンマーク西部のヴィンデラップを
拠点とし、約110人の従業員を雇
用しています。VTIの核となる事業
は、家具店・小売業者、ホームセ
ンター向けの窓枠部材とエッジグ
ルーパネルの生産です。総売上の
大部分は他のヨーロッパ諸国への
輸出が占めています。

VTIは、ヨーロッパにおける建具
および家具メーカーの1つであり、
弊社の重要なお客様です。ジョイ
ナリー部門は、数多くの市場の中
でも、UPM TIMBERにとって戦略的
にきわめて重要なエンドユーズ分
野です。

Finn Nielsenは、1991年に
SkiveTræimportのセールスマ

ンとしてキャリアをスタート
しました。Skive Træimportは、
デンマークのAncoの一部門で
あり、UPMの子会社です。Finn
は、キャリアを開始した時点で
は、製材についてあまり知りま
せんでしたが、すぐに製材ビジ
ネスの秘密について学びまし
た。「当初私は、製材について
あまり多くの知識を持っていま
せんでしたが、弊社の製材工場
を訪れて、その工程を学び、理
解しました。その結果、私はお
客様のニーズをより深く理解

UPM TIMBER　営業

FINN NIELSEN 
デンマーク

カスタマー紹介
VTI Vinderup Træindustri A/S　(デンマーク)

製材を検査している購入マネージ
ャーのAllan Rasmussen氏。

することができるようになり、
お客様が求めている製品や、新
しい可能性を見つけることがで
きました」と、Finnは述べてい
ます。

Finnは今、製材ビジネスに心
から愛着を感じています。「私
は製材の仕事が本当に好きで
す。私は今ここで、将来性のあ
る数多くの優れた製品を扱って
います。ログヤードや製材工場
を歩いている時の木の香りも好
きです。とても気分が良くなり
ます」とFinnは続けます。

現在、Finnはデンマークとス
ウェーデンを担当するセールス
マネージャーとして働いていま
す。Finnによれば、彼の仕事で
最も重要なのは、お客様と良好
な関係を築き、最終的な用途に
適した製品、安定した高品質の
製材を提供することです。「ま
た、デリバリーの信頼性はきわ
めて重要です。フィンランドの
同僚が毎日情報を提供してくれ
るので営業としてもとても助か
っています」と、Finnは述べて
います。



UPMのKaukas製材工場はフィン
ランド最大の製材工場の1つで

あり、フィンランド東部のラッペ
ーンランタにあるUPMのKaukas複
合的生産施設の一部となっていま
す。この製材工場の年間生産能力
は、約510,000立方メートルで、
従業員は約130人です。Kaukas製
材工場では、レッドウッド製材品
とホワイトウッド製材品の両方を
生産しており、その90%が輸出さ
れています。この高品質の製材品
は、主に日本および北アフリカに
輸出され、さらにはフィンランド
国内およびヨーロッパの顧客にも
出荷されています。

Kaukas製材工場は、生産性の継

続的な向上に取り組んでおり、北欧
諸国における自動化、プロセスエン
ジニアリング、キルン乾燥の先駆け
的存在となっています。「当社の製
材工場では、品質測定の自動化を重
視しています。私たちは、何年に
もわたって開発してきたコンピュー
タによる測定システムを活用して
います。

同時に、それを調整する従業員
のノウハウも、今までにないレベル
にまで高まっています」とKaukas製
材工場の生産マネージャーに最近
就任したAntti Waajakoskiは述べて
います。

昨年、同製材工場は、3つの全自
動KDチェンバーと、キルン運搬装

UPM TIMBERでは、約400名の真
の意味での製材のプロを雇用

置のリターントラックに投資しま
した。「今日では、継続的に生産
性を向上することは重要な役割を
果たしており、私たちはより適切
かつ効率的に作業をするための新
しい方法を見つける必要がありま
す。今後は、生産プロセスから取
得したデータを、リーンシックス
シグマアプローチを使用して今よ
りもさらに効率的に活用する必要
があります」と、Antti Waajakoski
は述べています。

ヨーロッパ最大のレッドウッ
ド製材工場の1つであるUPMの
Kaukas製材工場は、フィンランド
のレッドウッド生産で大きな役割
を果たしています。工場の規模と

は、UPMの木材調達・森林管理担
当者が、製品知識と、最高品質の
製品を生産するための要件への知
識理解を深めるトレーニングを受
ける予定です。

今年は、弊社のトレーニングプ
ログラムにはクレーントレーニン
グが追加されました。クレーント
レーニングは、次の4つのモジュ
ールで構成されています。国際的
大手林産企業の一員としての製材
ビジネス、UPM統合施設*内におけ
る協力関係の重要性、商業的戦略
とお客様、そして部門間の連携と
各部門の安全性考察の4つです。

この訓練の2番目のモジュール
は、Kaukas複合的な生産施設で行

高い生産能力に加えて、複合的な
生産施設での従業員とその協力
関係は、同製材工場の強みであ
り、他社の工場よりも優位で
あるとAntti Waajakoskiは
確信しています。「弊
社の従業員は優れた
知識とノウハウを持
っており、職場環境
も素晴らしいもの
となっています。
さらに、統合モデ
ルのおかげで、現
場に配送されるす
べての木製原料の利
用率はきわめて高い
水準を維持しています」

われました。複合施設間での協力に
よってもたらされる利点と、地域の
インフルエンサー（影響を与える
人）としてのUPMの重要な役割に
ついて検討および討議が行われまし
た。Kaukas工場は、独自のバイオフ
ォレスト産業複合体を形成していま
す。Kaukasにおける事業の基盤は、
持続 性の高い森林からもたらされ
る木製原材料、エネルギーの高自給
率、そして副産物を原料とするリサ
イクル製品生産です。

トレーニングプログラムの名前
である「クレーン」には、同プロ
グラムの参加者が、自分自身を高
め、製材ビジネスとその付属ビジネ
スにおける幅広い専門知識を吸収

継続的な製品開発の重要性Kaukas製材工場

製材のプロを育てる継続的なトレーニング

し、彼らのプロフェッショナリズム
をさらに高め、顧客指向のアプロー
チをさらに発展させるよう、継続的
に取り組んでいます。

さまざまなレベルのセールスト
レーニング（この春、セールスアシ
スタントのトレーニングが行われま
した）や、製材工場における製品と
品質の問題に対応する為のトレーニ
ングなど、多様なイニシアチブを通
して、弊社の販売能力を継続的に確
実に高めています。今年度の後半に

ヘルシンキのBiofore Houseにお
けるTIMクレーン訓練

と、Antti　Waajakoskiは結論付け
ています。

し、UPM製材のビジネスを新たな
レベルに高めてほしいというメッ
セージが込められています。この
プログラムには、UPM TIMBERのす
べての業務部門から数名参加しま
した。できるだけ多様な経歴と、
幅広い専門知識を持つ人たちが集
まる事で、トレーニングの成功
と、将来におけるUPM TIMBERの発
展を確かなものにするためです。
「クレーントレーニングには、極
めて有能な人材が参加していま
す。製材ビジネスを発展させるた
めの大胆な提案をしてくれると期
待しています」と、UPM製材の人
事担当ディレクターであるMikko
Mäki-Tuuriは述べています。



UPM TIMBERのお客様への新たな誓約である「Grown to Sustain = 持続のための成長」 
をサポートする為に、弊社は、マーケティングイメージを一新しました。その目的は、UPMのスタッフが一級品を生産する為に熱心
に取り組む姿と、その価値をお客様に伝えることです。

プロのフォトグラファーであるKrista KeltanenがSeikku製材工場で撮影した写真には、製材工場の労働者であるMarko Ahtiainen
の姿が捉えられています。

– 新しいマーケティングイメージ




